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名フィルはSDGsに取り組んでいます。

第532回
定期演奏会

Nagoya Philharmonic Orchestra 
The 532nd Subscription Concert

2024.4-2025.3シーズン　「喜怒哀楽」シリーズ

喜
怒
哀
楽
の
街

2025年

3月14日（金）18：45開演15日（土）16：00開演
6:45pm, Friday March 14, 2025 / 4:00pm, Saturday March 15, 2025

※開場は各日とも開演の45分前

愛知県芸術劇場コンサートホール
Aichi Prefectural Art Theater Concert Hall

名フィル・チケットガイド
（9：00～17：30／土日祝休）

Tel.052-339-5666
www.nagoya-phil.or.jp

芸文プレイガイド
Tel.052-972-0430　www.playguide.co.jp
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お申込み・お問合せ1回券料金（税込） 発売日：2024年12月5日（木）9：00

いきいき割引（S~D席を20％割引）…65歳以上または障害者手帳所持者（介添人1名含）対象
ユース割引（S~C席を50％割引）…25歳以下対象

その他のチケット取扱

主催 ： 公益財団法人名古屋フィルハーモニー交響楽団
後援 ： 愛知県・愛知県教育委員会・名古屋市・名古屋市教育委員会・
　　　公益財団法人名古屋市文化振興事業団・中日新聞社・中京テレビ放送
助成 ：  文化庁文化芸術振興費補助金
 （舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動））

 独立行政法人日本芸術文化振興会
特別協賛

ウェイン・マーシャル（指揮，ピアノ*）
Wayne MARSHALL OBE, Conductor & Piano

S席 … ￥6,400
A席 … ￥5,200 B席 … ￥4,200
C席 … ￥3,200 D席 … ￥2,200
Y席 … ￥1,000（25歳以下対象・当日券のみ）
車椅子席…￥4,160
（車椅子利用者及び介添人1名まで対象）

ガーシュウィン［グローフェ編］：ラプソディ・イン・ブルー *

ガーシュウィン：セカンド・ラプソディ*

バーンスタイン：ミュージカル『オン・ザ・タウン』より3つのダンス・エピソード

ガーシュウィン［Ｒ．Ｒ．ベネット編］：交響的絵画『ポーギーとベス』

G. Gershwin [arr. F. Grofé]: Rhapsody in Blue

G. Gershwin: Second Rhapsody

L. Bernstein: Three Dance Episodes from “On the Town”

G. Gershwin [arr. R. R. Bennett]: Porgy and Bess, A Symphonic Picture



提案商社

第532回定期演奏会 2024.4-2025.3シーズン
「喜怒哀楽」シリーズ

オルガン、ピアノ奏者としてクラシックやジャズなどさまざまな分野で
活躍し、2021年にはベルリン・フィルに指揮者デビューしたウェイン・
マーシャルが名フィル初登場。曲はもちろん得意のガーシュウィン、
バーンスタイン。きらめくリズムと華やかなメロディー。この日ばかりは
名古屋がニューヨークに生まれ変わるかも。（アリアCD店主：松本大輔）

ご注意

※未就学児童のご入場は、保護者同伴の場合でもご遠慮ください。
※お申込みいただいたチケットのキャンセル・変更は受付しておりません。
※やむを得ぬ事情によって、出演者・曲目などを変更する場合がございます。
※開演後は入場制限がございますので、時間に余裕を持ってご来場ください。

託児サービス

お子様1名につき：¥1,000
ポピンズファミリーケア 名古屋支社
Tel. 052-541-2100

※未就学児童（満1歳以上）対象、要事前予約
※申込期限は3月12日（水）17：30まで

〒461-8525
名古屋市東区東桜1-13-2
愛知芸術文化センター4F
www-stage.aac.pref.aichi.jp

愛知県芸術劇場コンサートホール
会場案内

お申込み

▶市営地下鉄東山線・名城線「栄」駅より徒歩3分
▶名鉄瀬戸線「栄町」駅より徒歩2分
※いずれもオアシス21から地下連絡通路または2F連絡橋経由

［指揮，ピアノ］ウェイン・マーシャル
Wayne MARSHALL OBE, Conductor & Piano

イギリスの指揮者、オルガニスト、ピアニストのウェイン・マーシャルは、指揮台と鍵盤上においてその音楽
性と多才さで世界的にその名を知られる。ケルン放送管弦楽団の首席指揮者、ミラノ・ジュゼッペ・ヴェルディ
交響楽団の首席客演指揮者であった。
とくにガーシュウィン作品をはじめ、アメリカ音楽の最高の解釈者として名を馳せ、最近では有名なベルリ
ン・フィルのヴァルトビューネ・コンサートに指揮者としてデビュー、絶賛されたほか、アン・デア・ウィーン劇場で
の新演出で話題になったガーシュウィンの《ポーギーとベス》、トーンキュンストラー管弦楽団、チェコ・フィル、
ロッテルダム・フィル、オスロ・フィル、ストラスブール・フィルなどへの客演や、上海フィル、プラハ放送フィルと
の演奏会形式による《ポーギーとベス》でも高い評価を受けている。


